
シ
ン

六
年
を
以
て
生
ま
れ
た
。
幼
よ
り
尽
を
好
み
、
。同陸

川
附
加
波
山
の
路
な
る
迎
笠
替
に
入
っ
て
持
土
の
法
門

を
県
び
.
蒋
い
で
関
東
の
諾
寺
に
遊
び
、
廿
五
歳
の

時
本
寺
に
殴
っ
た
が
、
長
級
三
年
再
び
出
で
ふ
諮
問

に
巡
錫
L
、
還
に
加
賀
江
沼
却
に
人
っ
て
法
務
を
宣

布
し
た
。
策
し
北
陸
は
先
町
制
智
・
事
径
の
閃
附
し

た
法
閃
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ら
う
。
之
よ
り
提
態
は

制判
じ
て
越
前

・
近
江
を
絞
、
終
に
伊
勢
に
入
。
.
克

正
六
年
本
寺
を
今
の
一
身

mに
移
し
た
。

ジ
ン
エ
モ
ン
ザ
カ
甚
右
衛
門
坂

金
問
城
西
出

附
の
入
口
な
る
坂
路
を
い
ふ
。
古
へ
美
訟
の
浪
士
平

野
甚
右
衛
門
が
金
部
御
坊
に
帯
宿
し
て
府
た
が
、
天

正
八
年
佐
久
間
同
開
放
に
攻
め
ら
れ
、
こ
の
坂
で
戦
死

し
た
と
も
、
叉
一
設
に
は
、
前
間
利
長
の
頃
こ
の
坂

の
上
に
政
二
百
石
在
受
け
た
篠
塚
甚
右
衛
門
が
民

h
J
、
後
乞
骸
し
て
奥
州
に
去
っ
た
と
も
い
ひ
、
そ
の

名
稽
の
起
る
所
以
明
ら
か
で
な
い
。
↓
ヒ
ラ
ノ
ジ
y

エ
モ
ン
平
野
甚
右
衛
門
。

ジ
ン
z
z
t
ン
ザ
カ
モ
ン
甚
右
衛
門
坂
門

金
裸

城
甚
右
衛
門
坂
口
の
城
門
で
、
時
節
訟
の
傍
に
在

旬
、
足
問
問
番
所
が
置
か
れ
で
あ
っ
た
。
箆
永
頃
の
謹

強
に
、
『
茜
右
衛
門
坂
御
門
際
ま
で
来
物
・衆
府
に
一
山

尚
出
人
々
有
之
、
向
後
坂
下
に
附
下
回
均
下
来
有
之

様
、
務
副
中
へ
可
巾
談
。
』
と
あ
る
。

シ
ン
オ
ウ
ソ
ウ
リ
ュ
ウ
髭
翁
宗
砧
岡

山
田
洞
宗
の

抑
制
。
加
賀
の
人
。
浮
翁
令
一様
に
附
時
・
し
、
嗣
法
し
て

全
久
寺
の
主
と
な
り
、
次
い
で
永
平
寺
に
昇
っ
た
。

後
・
域
的

・
龍
初
出
の
二
寺
に
隠
遁
し
、
一
エ
河
宗
墜
寺
の

閉
山
と
な
り
、
叉
信
抽
出
京
心
寺

・
伊
勢
花
林
寺
宇
一
創

立
し
た
o
m嵐
長
八
年
四
月
七
日
寂
。

シ
ン
オ
ウ
ト
ク
ジ
ユ
ン
心
感
篤
諒

石
川
郡
曹

洞
宗
大
采
寺
班
十
九
代
の
佐
待
。
信
州
の
人
。
苧
和

=
年
同
凶
松
本
金
久
院
天
龍
に
受
業
し
、
文
政
八
年

シ
ン
オ
ン
キ
ヨ
h
F
h
y

新
御
居
宅

江
戸
本
郷
邸

に
於
け
る
前
回
質
問
叫
の
佐
館
所
新
御
民
宅
と
伝
づ
け

た
。
流
政
元
年
六
月
七
日
上
榔
。

シ
ン
カ
イ
新
開

(
一
)
新
聞
の
手
約

l
滞
政
の

時
山
野
湖
沼
田
ぜ
不
毛
の
地
所
新
た
に
開
拓
し
て

m則

と
な
し
た
も
の
を
新
聞
と
い
う
た
。
改
作
法
施
行
以

ヨ
ヂ
シ

前
か
ら
存
在
し
た
古
田
に
約
す
る
名
桝
で
あ
る
。
新

聞
で
は
、
初
年

・
こ
年
の
牧
磁
秒
一
奈
〈
作
人
の
作
徳

た
ら
し
め
、
内
検
地
都
高
札
ザ
ド
定
め
た
上
、
三
年

・
四

年
目
は
郎
町
四
の
字
額
を
、
五
年
目
か
ら
聞
記
全
額
を

掛
川
に
納
め
し
め
る
法
で
あ
る
が
、
事
前
に
よ
っ
て
経

盟
せ
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
新
聞
荷
な
さ
ん
と
す
る

者
は
、
そ
の
陪
村
た
る
と
他
村
た
る
と
を
問
は
ず
間
開

拓
す
る
地
が
あ
れ
ば
、
部
の
新

m裁
許
に
出
版
し
、

改
作
奉
行
の
許
可
を
受
け
る
こ
と
を
裂
し
た
。

(
二
)
純
一品
新
開

l
作
人
が
輸
出
め
一
品
何
阪
と
見
積
っ
て

出
願
許
可
そ
得
た
も
の
で
、
向
に
例
制
出
や
-以
て
納
潤

す
る
に
至
っ
て
も
、
内
検
地
hz
綬
ぬ
以
前
は
、
九
べ

て
こ
の
名
や
一
以
て
呼
ば
れ
た
。

会一
U

仕
法
新
聞

l
古
へ
よ
り
開
拓
の
容
易
な
る
地
は

舵
に
開
拓
し
続
く
し
た
る
そ
以
て
、
文
化
ご
年
作
栄

肉
雌
な
る
新
開
地
は

十
今年
以
内
に
開
墾
せ
し
め
、

若
し
そ
の
期
間
に
終
了
せ
ね
ば
、
地
元
世
波
牧
し
、

他
人
に
命
じ
て
開
拓
せ
し
め
、
そ
れ
を
仕
法
新
聞

と
い
う
た
。
天
保
中
仕
法
新
聞
を
前
官
刷
新
聞
中
に
加

へ
た
。

越
中
光
山
師
寺
桂
堂
の
治
恒
曾
に
首
臓
で
あ
っ
た
。

九

年
桂
掌
か
ら
mm
法
、
十

一日ヰ
M
M
州
妙
法
寺
、
突
保
元

年
永
平
寺
、
九
年
遠
州
崇
信
寺
、
弘
化
四
年
間
州
大

綱
院
、
山
知
氷
三
年
長
州
功
山
寺
、
安
政
二
年
越
中
光

山
師
寺
に
特
住
し
、
文
久
元
年
十
月
大
来
寺
に
入
り
、

一
位
三
年
、
間
三
年
況
且
十
六
日
六
十
訂
版
で
寂
し

た
。

(
四
〉
御
仕
立
新
聞
|
初
か
ら
滞
有
と
し
、
開
拓
政
を

改
作
所
か
ら
支
出
す
る
も
の
で
、
初
は
御
手
前
聞
と

も
い
う
た
。
天
保
中
御
仕
立
新
聞
も
新
一品
新
聞
中
に

加
へ
た
。

〈
五
)
例
施
新
聞

l
内
線
地
を
経
て
新
聞
の
草
高
が
決

定
し
た
附
は
こ
の
名
目
に
な
る
。
天
保
中
か
ら
締
高

新
聞
と
い
う
た
。

2
0淀
川
出
新
聞

l
M抗
新
聞
の
年
月
を
総
て
地
味
向

上
し
、
村
犯
と
同
一
に
定
め
ら
れ
た
る
も
の
と
い
号

た。ハ七
U

一
一
泊
下
新
聞
|
前
記
と
同
じ
い
が
、
村
犯
よ
り

目出一

つ
を
低
下
し
た
拍
車
に
定
め
ら
れ
た
も
の
を
い

ひ
、
天
保
申
定
犯
新
聞
の
名
訟
に
併
合
せ
ら
れ
た
。

ハ八
〉
新
聞
単
純

l
新
山
聞
が
訳
荒
等
と
な
っ
た
錦
、
見

捨一
一品川
と
せ
ん
こ
と
を
出
開
削
し
て
も
、
容
易
に
許
さ
れ

ぬ
。
地
元
の
有
在
す
る
以
上
は
復
部

L
得
な
い
と
は

限
ら
れ
ぬ
か
ら
で
あ
る
。
但
L
山
崩
に
よ
っ
て
断
出

と
な
り
、
抽
出
抽
出
に
抗
は
れ
て
海
底
に
初
代
し
た
場
合
の

如
き
は
、
伎
作
翠
行
の
路
査
に
よ
っ
て
許
可
せ
ら
れ

た。
シ
ン
ガ
イ
ト
ウ
コ
ウ
キ
辛
一
亥
一
束
行
記

一
締
o

m
m宗
監
封
。
冗
文
十
一
年
前
川
制
紀
に
供
奉
し
て
、

意
有
が
江
戸
に
赴
い
た
時
の
作
詩
を
集
め
た
も
の
で

あ
る
。シ

ン
カ
ヲ

民間四

J
リ
ヨ
ウ
ド
ウ

y
y
カ
ク

了
立
認
佐
。

シ
ン
ガ
h
y

心
由
宇
心
m
阜
の
初
め
て
加
賀
務
に
入

っ
た
の
は
、
文
化
四
年
十
月
二
日
手
島
読
の
心
尽
者

協
坂
忠
明
堂
が
、
江
戸
か
ら
の
邸
途
金
梓
に
留
っ
て
誹

抑
制
し
た
時
で
あ
ら
う
。
こ
の
際
町
人
の
之
そ
蹄
〈
も

の
甚
だ
多
く
、
協
に
曾
揚
-V一米
仲町
民
集
所
に
移
す
棋

の
脱
況
を
見
た
。
し
か
も
そ
の
後
直
に
こ
の
製
に
志

す
者
な
か
っ
た
が
、
奥
力
佐
藤
儀
左
衛
門
は
江
戸
に

‘ 

ー・

シ
ン
ガ
ン
心
岩

坪
土
宗
の
品
目
。
織
犯
制
縦
昨
日

文
は
光
阿
と
群
し
た
o
金
問
に
生
ま
れ
、
冗
文
六
年

』

H
4
ハ
践
で
深
安
寺
に
入
り
、同
楼
上
人
に
附
院
を
受
け
、

下
総
大
股
寺
に
祭
ん
で
采
鵬
首
上
人
の
法
を
制
ぎ
、

貞
享
二
年
文
江
戸
の
似
通
院
貞
器
に
師
附
附
し
た
。
心

岩
次
い
で
金
探
大
岡
寺
に
住
し
、
そ
の
荒
撲
を
再
興

せ
ん
と
欲
し
、
自
ら
仰
抽
出
を
白
い
て
経
営
の
資
和
市
街

り
、
一苅称
十
=
一
年
部
成
供
養
L
.後
叉
江
戸
に
出
で
、

地
上
寺
心
光
院
に
伎
し
、
開μ
永
元
年
務
命
キ
白F
Z
け
、

将
軍
徳
川
綱
吉
の
生
母
鮭
回
目
院
の
墓
所
に
慰
問
山
院

を
加
盟
て
、
飽
永
三
年
八
月
サ
六
日
六
十
訴
を
以
て
心

光
院
に
寂
し
た
。
心
岩
は
頑
夢
と
も
鋭

L
、鍛
技
に
粉

於
い
て
参
前
舎
に
赴
き
、
石
田
勘
平

・
手
烏
場
庵
等

の
郡
山
加
を
飽
き
、
そ
の
下
民
放
化
に
命
あ
る
こ
と
を

知
り
、
務
老
臣
の
以
制
出
荷
得
て
、
文
政
三
年
以
降
心

m
事
者
村
松
古
田
左
衛
門
及
び
そ
の
枇
中
寺
内
諮
問
凧
と
共

に
、
自
宅
に
於
い
て
四
・十
の
日
を
撰
び
て
開
締
L
、

儀
左
衛
門
も
亦
終
盤
そ
和
ら
げ
て
抗
辿

L
た
。
吉
左

衛
門
は
捌
揚
足
柄
で
、
省
て
京
都
に
役
し
た
時
明
倫

舎
に
於
い
て
修
梁
し
た
も
の
で
あ
ら
う
と
討
は
れ

る
。
之
よ
り
後
こ
の
尽
に
志
す
者
漸
〈
多
〈
、
安
政

の
頃
に
及
ん
で
は
揃
そ
の
有
命
な
る
こ
と
に
着
目
せ

ら
れ
、
町
奉
行
間

m年
人

・
荒
木
牢
太
夫
は
一
掃
に
前

う
て
前
可
を
相
官
、
別
損
足
柄
旧
遊
富
磁
の
外
法
方
坊

主
中
の
心
尽
に
詳
し
い
も
の
を
採
っ
て
部
耐
と
し
、

南
町
阿
佐
屋
九
郎
兵
衛
の

家
を
伯
り
て
心
県
加
を
興

L
、
之
と
同
時
に
城
下
の
五
耐
祉
に
一
ャ
且
二
悶
の

秘
話
を
保
L
、
後
に
は
礎
部
屋
小
崎
又
は
卯
い
ほ
山
に

於
い
て
も
之
を
関
〈
こ
と
に
な
っ
た
。

シ
ン
カ
ク
ジ

民
間
寺

臥
軍
部
開
磁
に
在
っ
て
、

民
宗
一
民
振
に
図
す
ろ
。

シ
ン
カ
ク
ジ
新
聞閣寺

悶
阜
市
中
部
鵜
川
に
在
っ
て
、

甲
山
宗
東
援
に
鹿
す
る
。

四

八


